
「そのままはかるＮＤＡ」の特徴・性能について 

「そのままはかるＮＤＡ」は、2014/7/1 付で日本アイソトープ協会が情報公開している「食品中 

の放射性セシウムスクリーニング法に対応可能な機器」の非破壊式放射能測定装置として掲載され 

ています。 

 (1) 住民ニーズへの対応(検体の量、測定時間)について 

  ・検体の量  

300g～2000g までの試料が測定可能です。 

 自家栽培及び自家消費を目的とした食べ物は、少量のものが多く、従来式で放射能検査を依頼する 

と測定に必要な重量を得ることができない場合や、測定依頼をすると測定後、食べることができな 

い場合があります。この点を本製品は改善し、最少重量、300g から分析可能といたしました。 

     ・試料の形状 

    測定試料の形状は、以下の４つのタイプに分類されます。 

① 形状が変わる、自立できない小粒または粉 ･･･ ビニール袋等に充填して測定します。 

② 自立する柱状と仮定できる固形物     ･･･ 柱状容器に入れて測定します。(※) 

③ 球状の試料                ･･･ そのまま測定します。(※) 

④ 任意形状(その効率測定が必要)         ･･･ そのまま測定します。(※) 

(※)汚染防止用サランラップやビニール袋は除きます。 

・測定時間 

空間線量率が 0.08μSv/h の環境下において、700ｇの試料を原形又はほぼ原形のまま測定に用いた 

場合、計測時間 10 分(600 秒)で放射性セシウムの測定下限値が 20Bq/kg 以下となります。 

   ・操作方法 

住民が銀行の ATM のように一人で自家消費野菜の放射能を測定できるタッチパネル方式にした 

ソフトウエアも用意しています。 

   

(2) 測定装置の設置(装置寸法、重量)について 

   ・装置本体寸法  

    466mm(W) x 466mm(D) x790mm(H) 

・重量：430kg 

       35mm 厚の鉛遮蔽体を有しています。 

    装置は、鉛ブロックを使用した分割型 

ですので 2 階でも設置可能です。  

 

 

 

 

 

 

 



  (3) 操作性について 

  「そのままはかるＮＤＡ」の操作ソフトウエアは、2 種類のソフトウエアを用意しています。 

① 従来型操作ソフトウエア（測定対象者：検査員） 

マリネリ容器を使用する従来型(破壊式)と同様な操作ソフトウエアです。 

    測定所で測定試料をお預かりして検査員が測定する場合には、従来式と操作性が可能な 

限り同じ方が使い易いと考え、このタイプを標準装備としています。 

情報入力画面には、測定者、試料分類、試料名、依頼者、依頼者住所等が入力可能です。 

また、分析結果履歴が一覧できます。 

② タッチパネル対話式操作ソフトウエア（測定対象者：住民） 

住民が自分で測定できるように設計されたタッチパネルによる対話式操作ソフトウエアです。 

①、②の操作ソフトウエアは、いつでも切替えが可能です。 

 

従来型操作ソフトウエア タッチパネル対話式操作ソフトウエア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 検査前の準備事項について 

下記項目において「そのままはかるＮＤＡ」は、準備時間を短縮可能とします。 

                 「そのままはかるＮＤＡ」 「従来式装置」 

ウォーミングアップ 電源投入後 10 分 電源投入後 30 分程度 

エネルギー校正 K-40のチェックサンプルを使用し、

ピークが大幅にずれていないか 

確認し、調整します。 

 

同左 

バックグラウンド測定 納入時に測定した値と変化がない

ことをウォーミングアップ時に 

自動的に確認します。 

手動にて毎日必要 

数十分から数時間 

 

「そのままはかるＮＤＡ」ではスペクトルから放射能濃度を計算します。ゲルマニウム半導体検出器と 

同様な核種分析を行います。測定スペクトルを用いて解析時に再エネルギー校正を行うため、多少の 

ピークのズレは解析に問題ありません。 

 

 (5) 測定結果の表示について 

従来型操作ソフトウエア タッチパネル対話式操作ソフトウエア 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・従来型のソフトウエアには、分析結果一覧を表示する機能を有しています。その結果は、 

週別、月別等で検索することが可能です。 

また、これら一覧のデータは、CSV へ出力する機能を有しておりますので、ホームページに 

分析結果を掲載する際に有効な機能となります。 

 

(6)その他の機能 

・試料情報入力画面について 

   「そのままはかるＮＤＡ」従来型操作ソフトウエアの 

   測定・試料情報入力画面には、一度入力した測定者、 

試料名、コメント、依頼者、住所、採取場所等は、 

ソフトウエアに保存され、次回からは、プルダウン 

リストから選択することが可能です。 

  

・試料室の汚染防止について 

  住民が自ら測定を行う場合、装置が常に正常の状態を維持していることが重要です。 

   「そのままはかるＮＤＡ」は、試料を測定していない間、自動でスペクトル収集を行い、 

試料室内の汚染の有無を確認し、汚染があった場合、ソフトウエアによる注意喚起を行 

います。 

 

  ・天然核種の影響について 

   「そのままはかるＮＤＡ」は、スペクトル解析を行い、天然核種(Pb-214,Bi-214)の定性が 

可能となります。そのため、天然核種によるセシウム誤検出防止に対応しています。 

                                                                                              

                                     

  

 

                            

                                                 


